
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
公
表
を
鶴
ヶ
島
市
と
横
瀬
町
だ
け
が

県
内
で
実
施
。
序
列
化
、
過
度
な
競
争

危
惧
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

質
問
一

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
公
表
を

決
め
た
の
か
。
市
長
の
関
与
は
。

二

公
表
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ど
う
判
断
し
た
の
か
。

三

こ
の
点
へ
の
お
か
し
い
ぞ
鶴
ヶ
島

の
声
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

四

公
表
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

公
表
の
目

的
は
、
学
校
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
的

教
育
活
動
を
強
化
し
、
家
庭
・
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
強
め
、
子
ど
も
を
育
て

る
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
、
校
長

会
議
や
教
育
委
員
会
で
の
意
見
聴
取
を

経
て
決
め
、
市
長
に
説
明
を
行
っ
た
。

二

メ
リ
ッ
ト
は
、
保
護
者
や
地
域
住

民
に
説
明
責
任
を
果
た
し
、
社
会
総
ぐ

る
み
で
の
子
育
て
活
動
の
契
機
と
な
る

こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
過
度
な
競
争

と
学
校
の
序
列
化
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

三

公
表
の
方
法
、
内
容
は
、
校
長
会

議
等
で
意
見
を
聴
き
ま
と
め
、
保
護
者

等
に
情
報
提
供
し
て
理
解
を
い
た
だ
く
。

四

調
査
結
果
の
概
要
や
考
察
、
課
題

改
善
へ
の
方
策
や
保
護
者
へ
の
お
願
い

等
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

東
部
保
育
所
の
廃
止
に
つ
い
て

二

地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

質
問
一

公
共
施
設
利
用
計
画
策
定
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

二

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
の
状
況
や

利
用
状
況
に
対
す
る
考
え
は
。

三

教
育
委
員
会
や
部
、
課
の
連
絡
、

連
携
に
つ
い
て
。

四

一
部
事
務
組
合
で
運
営
し
て
い
る

上
下
水
道
の
計
画
へ
の
関
わ
り
は
。

五

第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

市
民
意
見
交
換
会

で
の
意
見
を
踏
ま
え
て
夏
頃
ま
で
に
素

案
を
作
成
、
議
会
へ
の
報
告
、
市
民
コ

メ
ン
ト
を
経
て
、
公
表
し
、
そ
の
後
実

施
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

二

昭
和
５０
年
代
の
人
口
急
増
時
に
建

築
が
集
中
し
、
築
３０
年
以
上
の
施
設
が

７６
施
設
中
２６
施
設
あ
る
。
稼
働
率
は
、

お
お
む
ね
３０
㌫
台
で
あ
る
。

三

学
校
教
育
施
設
の
規
模
の
最
適
化

な
ど
、
教
育
委
員
会
と
調
整
を
し
て
い

る
。
政
策
、
財
政
、
建
築
を
中
心
に
公

共
施
設
の
在
り
方
や
財
政
見
通
し
な
ど

の
検
討
を
し
て
き
た
。
今
後
も
全
庁
的

に
共
通
認
識
を
持
ち
、
連
携
し
て
い
く
。

四

上
下
水
道
な
ど
一
部
事
務
組
合
所

管
の
施
設
は
計
画
の
対
象
外
で
あ
る
が
、

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
来
年
度
以

降
の
計
画
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
す
る
。

五

後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
も
重
点

政
策
と
位
置
付
け
、
将
来
の
鶴
ヶ
島
ら

し
い
公
共
施
設
整
備
を
行
う
。 鶴ヶ島市公共施設修繕白書

お
か
し
い
ぞ
鶴
ヶ
島

�
田

克
彦
議
員

十
分
な
配
慮
で
学
力
テ
ス
ト
を

公
表

長期的な視点で適正な整備を

目指す

�橋 剣二 議員

公共施設利用計画に
ついて

東部保育所、南公民館、学力テスト
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